















































































































reaction processes）(11)、正のフィードバック連鎖（positive feedback chain）、あるいはサイバネティ














































　理論生物学者ベルタランフィ（Bertalanffy, Ludwig von) による一般システム論（General Systems
Theory，ＧＳＴ）(19)の提唱に呼応して、ボールディング（Boulding, Kenneth E.）は、贈与経済学・
組織論研究に加えて紛争解決論など、一般システム論の社会システム論への理論的拡張に貢献した。
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